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閑静な住宅街の中で高齢者の多くの方々が長年すごされてきた畳や障子、庭のある
環境での生活を継続し「居心地の良い『家』」での生活となるよう支援していま
す。いつでも成年後見制度を活用できるよう行政相や司法書士と連携を図っていま
す。今年度も新型コロナウイルスの影響で運営推進会議を定期的に開催できていま
せんが、ゴミ集積所の清掃等で地域の方々と繋がっています。また、区内グループ
ホーム連絡会を通じ満床の場合入居希望者を他のグループホームに紹介したり、新
しく開所されたグループホームへの見学会等連携強化を図っています。今まで同様
ご家族さま、協力医療病院、主治医、薬剤師、歯科医師、歯科衛生士等と連携を図
りターミナルケアに対応しています。

評価項目の領域 自己評価項目

Ⅰ 理念に基づく運営  1 ～ 14

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 15 ～ 22

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

(有)　山口商事
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和5年3月27日

グリーンペペ
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

所　　在　　地

） 事業所は京急線「金沢八景」駅下車、徒歩15分の平潟湾に近く塩風の香りがする平
坦で静かな郊外の専用住宅地にあり、落ち着いた古風な住宅を利用した住居型木造
2階建ての建物です。6人定員の少人数定員の施設は、庭先周りには植木があり周囲
の環境に溶け込んだ長閑な雰囲気となっています。
＜優れている点＞
開設後20年の積み重ねを通じて、地域・近所との信頼関係がつくられ、行事への参
加、近隣住民の手助けや近所の高齢者が入居する施設となっています。理念をよく
話し合い、KJ法（QC手法）を用い、かみ砕いた「理念概説」をつくり「今までの生
活リズムを尊重する」支援をしています。産休明けの職員が赤ん坊を連れての勤務
を認める柔軟な就業環境としています。リビングには赤ちゃんの笑顔と泣き声が広
がり、入居者の心や言動の安定に繋がり昔ながらの「大家族の家庭の様な雰囲気」
となっています。訪問医、訪問看護師、歯科医師、薬剤師の指示や指導を受けて
日々の健康管理に気をつけ安心感に繋がっています。少人数の所帯だからこそ利用
者の「今の思いに沿った支援方法の見直し」を直ぐに話し合い、実現に結びつけ入
居者に届けています。
＜工夫点＞
今は少数となった、畳やふすまのある生活を続け、利用者が育った環境に近い「安
心感、居心地の良さ」が生まれるよう努めています。また、コロナ禍においても工
夫して外出や家族の面談を短時間ながら継続実施し、入居者、家族の思いに寄り
添っています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グリーンペペ

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目
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グリーンペペ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

町内会に加入し、地域の方達と交流を
深められるよう配慮しています。散歩
中の立ち話であったり、ゴミ集積場の
掃除、回覧板をまわす等、地域の一員
として考えて頂けるよう交流を続けて
います。

長年の散歩や外出、地域行事の参加な
どの関わりから地域との交流を繋げて
います。事業所の日常が受け入れても
らえるように、散歩時の挨拶、ゴミ集
積場での会話、隣近所の災害時の協力
などを大切にしています。今では緊急
時の連絡など信頼関係を構築していま
す。

コロナ禍なので電話対応のみですが近
隣の方から介護サービスの相談をいつ
でも受けられる体制をとっています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

開設当時から「居心地のいい家」「人
間関係の深化」を理念に掲げていま
す。ミーティングで理念を確認し合い
理念の共有化に努めています。入所前
までの地域との関係性が崩れないよう
に配慮をし、理念に基づいたサービス
の実践を心掛けています。

理念の「居心地のいい家、人間関係の
深化」から、毎日の仕事に対する姿勢
を職員でよく話し合っています。5項目
にまとめて「常に念頭に置くこと」と
さらに具体化しています。「利用者の
権利を守る」についても10項目にまと
め、介護実践の気付きとして掲示して
います。

コロナ禍で今年度も運営推進会議は書
面開催となっています。

コロナ禍により、書面での運営推進会
議となっています。自治会長、地域包
括支援センター職員、家族、知見者な
どの構成委員に会議案内とアンケート
や意見用紙、議事録を送付していま
す、行事報告の他に、ヒヤリハットや
身体拘束、虐待についても記載し事業
所の状況を開示しています。

通常の運営推進会議の開催を
再開する事が期待されます。

金沢区の担当の方や、他区からの入居
者もあるので関連部署と連絡を取り合
い協力関係を維持しています。

生活保護の申請や入所相談等で金沢区
職員の来訪や地域包括支援センター職
員と電話やメール連絡で相談をしてい
ます。地域の「グループホーム連絡
会」の幹事を担い、研修では受講の他
に、情報の発信などもすることで地域
の活動をしています。

株式会社フィールズ



グリーンペペ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

研修を行い職員全員が学んでいます。
ミ－テイングではマニュアルや指針を
活用し日々のケアの内容を確認し合っ
ています。運営推進会議は身体拘束廃
止委員会を兼ねており身体拘束をしな
いケアに取り組んでいます。

研修は年間で日程を確保し、意識を高
めています。スピーチロック、乱暴な
言葉使いには職員同士で確認し、気づ
いたときはその場やミーティングで話
し合っています。自治会での防犯の連
絡を受け安全性を配慮し現在は玄関の
鍵はかけています。

研修を行い職員全員が学んでいます。
ミ－テイングではマニュアルを活用し
日々のケアの内容を確認し合っていま
す。また、常に意識できるようにポス
ターを掲示して虐待防止に努めていま
す。

研修後には自己チェックをして確認し
ています。「日々のお仕事にあたっ
て」の宣言文を職員がよく見える位置
に掲示して喚起しています。管理者が
夜勤を担当し、早番と交代時に話し合
いをしています。入浴時の身体確認も
しっかり実施しています。

玄関に意見箱を設置しポスターも掲示
しています。重要事項説明書には意見
を受付ける場を記載しています。契約
時にご家族様に運営推進会議の説明を
させていただき参加をお願いしていま
す。

コロナ禍でも「入居者の日々の様子を
見たい」という家族の要望を受け、玄
関先の短時間で行う面談を継続実施し
ています。家族に理解してもらえるよ
うに入居時の説明をしっかり行い、話
し合いのうえ進めることを大切にして
います。

研修を行い職員全員が学んでいます。
成年後見制度の活用は都度検討し、今
まで後見人を努めていただいた行政書
士や司法書士と連絡を取り活用できる
支援を行っています。（現時点での活
用者はおりません）

契約の前に施設見学やサービスの内容
の説明を行なっています。契約時には
契約書と重要事項説明書等の読み合わ
せをご家族様と一緒に行い、質問を受
け、回答させていただき、理解・納得
を図った上で署名・捺印をいただいて
います。

株式会社フィールズ



グリーンペペ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

玄関に意見箱を設置しています。職員
の意見や提案を日頃から聞き取り業務
に反映させています。ミーティングに
は運営者も参加しています。

少人数の職員間で信頼関係を構築し、
互いの意見を尊重する事を大切にして
います。管理者は意識的に職員の様子
の把握に努めています。気になるとき
は直接職員の間に入って話し合い、改
善にあたっています。

業務日誌における「申し送り
事項」の記載は大切な連絡情
報であり、必要な事項は日誌
に記載することが期待されま
す。

コロナ禍のため利用者を含めた交流は
行っていませんが区内グループホーム
連絡会を通じ情報交換や空き情報の共
有等でサービスの質を向上できるよう
取り組んでいます。他区のグループ
ホームとも情報交換をしています。

相談があった時点で業務日誌に記入し
スタッフ間で情報の共有化を図ってい
ます。入居までの間に1回はご本人様と
面談させていただきお話を伺っていま
す。見学時には階段昇降機に乗ってい
ただくなど安心を確保するための関係
作りに努めています。

美容師資格のあるスタッフに利用者の
カットをしてもらう等個々の能力・個
性・得意なことを発揮し、意欲的に業
務に取り組めるように配慮していま
す。お子さんの学校行事などスタッフ
の希望を考慮しシフトを組み環境整備
に努めています。

話し合いの上、勤務時間内での可能な
時に「自由休息タイム」を取る勤務体
制を作っています。職員が互いの状況
を確認し理解し合い、シフトを組むこ
とを大切にしています。保育園入所ま
での子ども同伴の勤務も認めていま
す。

コロナ禍で外部の研修参加は少ないで
すが、今年度は介護福祉士合格をを目
標にしている職員がおり、働きながら
のスキルアップを目指す職員に支援体
制をとっています。

毎月のミーティング後に月例の研修会
を行っています。社外の研修やグルー
プホーム連絡会の研修予定の掲示や、
直接参加を促して、福祉資格取得の実
現にも繋げています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

家事や散歩、レク等を一緒に行うこと
で喜びや楽しみを分かち合い、人生の
先輩として対話しながら信頼関係を築
くようにしています。特に入浴と散歩
は１対１でゆったりと時間のとれる時
間なので大切にしています。

意見箱を玄関に設置し意見を求めてい
ます。面会に来所された際にはご本人
様ともスタッフともゆっくりと話す時
間を設けており、今何がご本人様に必
要かを一緒に考えながら関係を築くよ
う努めています。

相談があった時点で業務日誌に記入し
スタッフ間で情報の共有化を図ってい
ます。入居までの間にご家族様と面談
させていただきお話を伺っています。
担当のケアマネージャーさんやケース
ワーカーさんからも情報収集を行い関
係作りに努めています。

状況に応じてアドバイスをさせていた
だいています。ご本人様とご家族様の
意向を尊重し担当のケアマネージャー
さんと再度入居に関して検討し小規模
多機能ホーム利用に繋がったケースも
ありました。

ご家族様やご親戚、友人等、馴染みの
方々が気軽に来ていただけるよう、ご
家族を介してやホームからも電話連
絡、手紙などで今までと変わらないお
付き合いをお願いしています。スタッ
フも暖かい雰囲気でお迎えできるよう
に努めています。

入居前の行事や外出を馴染みの生活と
捉え支援しています。公園の花見会、
ひな祭り、地域の夏祭りや正月の餅つ
きに参加し、話題を広げています。馴
染みの物を居室に備えて「ここが自分
の家との感覚」を育み、帰宅願望時な
ど、利用者の安心に繋げています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

退去されたご家族様にボランティアや
運営推進会議参加への声掛けを行って
います。年賀状等でのご挨拶もさせて
いただいています。

利用者さんやご家族様のニーズ・希望
の変化に対応できるよう、日々の関わ
りを大切にしています。食べたい物を
メニューに採用したり、衣類等の買物
も一緒に外出し、本人の意向に沿った
買物ができる等の支援をしています。

利用者の「今までの生活リズム」を把
握し大切にしています。入居者の様子
から、何をしたいのかに思いをはせる
ことで願いに近づくよう努めていま
す。「買い物に行きたい」、「散歩に
行きたい」、「トイレに行きたい」な
ど、利用者がその時に何をしたいのか
の思いを汲み取り、そっと自立を促し
ながら支援しています。

言葉の出ない利用者に他の利用者が熱
心に声掛けをするなど、利用社同士の
係わり合いを大切にしています。ス
タッフは他入居者とのパイプ役にな
り、他入居者と会話できるように間を
とりもつよう支援しています。

ご家族様からの情報に限らず、今まで
担当されていたケアマネージャーさ
ん、ヘルパーさん、ケースワーカーさ
ん、看護師さん、相談員さん等からも
情報収集し、日々のケアの中でも1人ひ
とりの歴史の把握に努めています。
入浴・散歩・レクリエーションはマン
ツーマンを基本としています。訪問診
療時に医師や看護師と情報共有を図っ
たり薬剤師訪問時には利用者に必ず声
掛けしてもらう等心身共に生活の場全
体を見ながら現状の把握に努めていま
す。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

コロナウイルスの影響でご家族様が来
所された際に時間制限はありますが、
ご本人やスタッフと話す時間を設け意
見を伺たり、薬剤師さんを通して医師
との連携をはかり介護計画を作成して
います。

入居時に入居者、家族から要望を聴き
取り、生活歴を大切にアセスメントを
して、プランを立てています。「毎日
の個人介護記録」を基に毎月のミー
ティングで利用者全員の様子、目標課
題について話し合い、必要に応じてプ
ランの見直しも行っています。

日々の様子を介護記録として個別に記
録しています。ミーティングや申し送
りでスタッフ間で情報を共有し必要な
ときには話し合いの場を持つことで計
画の見直しに活かしています。

協力医療機関の内科医、歯科医共に２
週に1回、訪問診療していただいていま
す。今までのかかりつけ医に継続して
診ていただき協力医療機関となってい
ただけ、その医師から訪問薬剤師を紹
介していただいた経緯もあります。

現在は利用者全員が協力医療機関の医
師を訪問医とし、看護師付添いで月2回
の診察を受けています。月2回薬剤師の
来訪もあり、薬の説明と服薬効果を確
認し訪問医に繋げています。歯科医の
月2回の訪問や歯科衛生士の口腔ケアの
指導もあります。

利用者さんやご家族様のニーズ・希望
の変化に対応できるよう、日々の関わ
りを大切にしています。訪問看護や訪
問マッサージ等利用者さんやご家族様
の要望があれば柔軟に対応しサービス
の多機能化に取り組んでいます。

コロナウイルスの影響でボランティア
さんに来所していただくのは難しいで
すが、地域包括支援センター・協力医
療病院、薬剤師・近隣住民との協力・
連携を行い、その人がその人らしく地
域で生活していけるように支援してい
ます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

協力医療機関の看護師とは気軽に相談
できる関係にあり、電話等でも相談を
受け付けてもらっています。

コロナウイルスの影響で外部の研修参
加は少ないですが、緊急時の対応につ
いて常に職員間でも内容について確認
し合っています。いざという時のため
に事務所内に関係機関の連絡先を掲示
しています。

定期的な所内非難訓練を行いスタッフ
間でも災害時に対する意識を高く持つ
ように取り組んでいます。また近隣の
方・町内会長さんなどと常にコミュニ
ケーションをはかっており有事の際の
協力体制についても申し合わせていま
す。

町内会館までの避難訓練と夜間を想定
した火災訓練を年2回実施しています。
2階の避難は消防署より、はしご車救助
の説明を受けています。町内会や隣近
所の協力も得られる関係性が作られて
います。

協力医療機関とは連携しており、医
師、看護師、相談員共にこまめに連絡
がとれる状態です。薬剤師や薬局事務
員とも連携を図っており研修にも一緒
に参加した経緯もあります。

入居契約時や状況に応じて終末期のあ
りかたについて書面等で説明させてい
ただいています。必要であれば医師か
ら直接ご家族に話をしていただいてお
り、また近隣の訪問看護ステーション
やかかりつけ薬剤師とも連携していま
す。

入居時に「ターミナル時の希望書」
「安らかな看取りのために」を説明し
了解を得ています。変容時は再度、家
族と話し合いを持ち、今後の体の変
化、心構え等を説明し、支援方法を共
有しています。年間研修で意識を深め
看取りをしています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

入浴や食事の時間はほぼ決まっていま
すが他の時間の決まりはなく、昼食後
昼寝をされる方、リビングでテレビを
見られる方等、各人のペースを大切に
できるよう、居室とリビングの使い分
けがうまくできるように支援していま
す。

毎朝鏡に向かう時間をとっています。
個々の利用者さんに合わせマニキュア
を用意したり、好きな色の洋服をご家
族様に用意していただく等の対応をし
ています。

認知症の方だからではなく利用者さん
を人生の大先輩として、一人の人間と
して尊敬の念を持って対応していま
す。トイレ誘導時や失禁時は「トイ
レ」という言葉は使わず「洗面所へ」
「洗濯の手伝いを」等の言葉に言い換
えています。

プライバシーに配慮して、失禁時に早
く処理をすることを意識し、臭いにも
気をつけています。部屋に入るとき
は、「あなたの部屋」という意識を持
ち、声掛けをしています。洗濯物たた
み、庭の手入れ、配膳等の役割を尊重
しています。

コロナウイルスの影響で月に1回のスー
パーへの外出は中止していますが、散
歩の途中でコンビニに寄り自分の好き
なおやつを自分で支払いをして買う、
衣類を決めかねる時は二者択一で選ん
でいただく等自己決定の場面を多く作
るようにしています。

食材はデリバリーの物を使っています
が、もやしのひげ取り、玉ねぎや人
参、大根の皮むき、米研ぎ等なるべく
皆さんに参加していただき可能な方に
は調理や後片付けをしていただいてい
ます。

献立表、食材は業者に委託していま
す。3食を職員が手作りして温かいもの
を提供しています。業者から季節に合
わせたひな祭りの五目寿司、クリスマ
スのから揚げなどの材料が届き、職員
が調理し、提供しています。味付け、
調理を工夫して食事を楽しめるように
支援しています。

株式会社フィールズ



グリーンペペ

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎食後職員が見守りながらマンツーマ
ンで歯磨きをしています。ご自身での
歯磨きが難しい方はスタッフが対応し
ています。入歯の自己管理が難しい方
は夜間入歯を預かりスタッフが手入れ
をしてから保管しています。また２週
間に１回歯科往診をしていただいてお
り口腔内の清潔保持に努めています。各利用者の排泄パターンを探り、残存
機能に働きかける事を基本とし自立支
援を行っています。必要な方には時間
や様子を見計らって声掛け、誘導、見
守りをし、必要な方には居室にポータ
ブルトイレを設置し自立に向けた支援
をしています。

「個人日常介護記録」にバイタル
チェック、食事量、排泄、水分量を記
入し、水分は毎日1200ccの補給に気を
配っています。排泄習慣を把握し、自
立した排泄を目指しています。数名の
布パンツ使用者や、夜の自立排泄の入
居者もいます。さりげなく声掛けをす
るなどの配慮もしています。

食事の際には一つのテーブルに一人ス
タッフが入り各利用者さんの状態を把
握できるよう対応しています。食事量
や水分量は記録に残し情報の共有化に
努めています。嚥下の悪い方にはとろ
みやミキサー食、自力摂取の難しい方
には介助をする等個々に対応していま
す。

乳製品や繊維質、水分の摂取を心掛け
ており、運動のためラジオ体操やテレ
ビ体操、散歩を日課にしています。便
秘のひどい方には医師から薬を処方し
てもらっています。

基本的には入浴の時間を決めてしまっ
ていますが、その時間に入れなかった
方には時間を変更したり、希望のある
方には入浴剤を使用する、柚子湯など
季節や個々に応じた入浴の支援をして
います。

昔馴染みのタイル張りとステンレス浴
槽の家庭的な雰囲気の風呂場となって
います。週2回の入浴としています。入
浴前の声掛けを工夫し、1対1の入浴介
助をしています。入浴拒否の人にも入
浴後は満足してもらえるように、入浴
中は歌を歌ったり昔話をしたりして、
楽しい雰囲気つくりをしています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

就寝される時間に差があるので遅い時
間にやすまれる方数名でトランプやカ
ルタを楽しんだりテレビを見て過ごし
ていただいています。また、今まで使
用されていた布団や枕を持ってきてい
ただいたり、電気を一晩中点けておか
れる方等各利用者さんの意向に沿った
支援をしています。各個人のファイルに処方された薬の説
明書を入れていつでも確認できるよう
になっています。また、かかりつけ薬
剤師も2週に1回来所していただき状態
を把握していただいています。

散歩の途中でコンビニに寄り買い物の
際は本人にお財布を持っていただき、
その中からお金を出し支払いができる
よう支援しています。

調理、掃除、洗濯物たたみ等できるこ
とをやっていただき、それが役割だと
感じていただけるよう支援していま
す。また、散歩の度にコンビニに寄
る、町内の花をめでる等楽しいと感じ
られることを継続できる生活の支援を
しています。

コロナウイルスの影響で月に1回のスー
パーへの外出は中止していますが、散
歩、外気浴は天気の良い日は日課と
なっています。その途中でコンビニに
入られる方もいます。ご本人様・ご家
族様の希望で外出・外食を支援してい
ます。

入居者は1対1の対応で安全性に気をつ
けながら散歩に出かけ、歩く筋力アッ
プにつなげています。川沿い、公園、
教会と静かな環境の散歩コースがあ
り、その日の体調で決めています。近
くの店の菓子や衣類の買物、地域行事
の夏祭り、餅つき大会にも出かけてい
ます。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
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価
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

ご本人様の希望に応じて電話や手紙、
年賀状や季節の挨拶等なるべくご自分
で書いたりかけたりしていただけるよ
う支援しています。

今まで使っていたタンスや私物を置い
てもらっており、布団や枕も使い慣れ
た物を持ち込んでもらっています。レ
クリエーションで作った物やご家族の
写真を飾っている方もいらっしゃいま
す。

１階に4室、2階に2室が有り、畳敷と障
子の安らぎ感のある和室となっていま
す。備品はクーラー、介護用ベッド、
照明器具です。馴染みの小さな戸棚、
花瓶、造花、タンスなどを持ち込み、
個々に自分が安心できる居場所となり
「私の住まい」を感じることができる
部屋になるようにしています。

各所に手摺りを設置しています。必要
な方にポータブルトイレを置く等して
います。トイレの扉には「トイレ」の
表示や居室の扉に名前の表示をしてい
ます。階段昇降機も設置しています。

民家改修型なので自宅に居るような雰
囲気は十分にあると思います。リビン
グには季節のタペストリーやカレン
ダーを貼り、トイレドアには日めくり
を掛け、庭には植木や花があり生活感
や季節感を味わっていただけるよう努
めています。

リビングは南に面して窓から明るい陽
が差し、冬場は暖かい空間となってい
ます。金木犀、クチナシ、山茶花の花
も四季折々に咲き、花壇には花を植え
て鑑賞しています。壁には、みんなで
作った手作りの大きなカレンダーを
飾っています。テーブルでは職員と一
緒に塗り絵やゲームを楽しんでいま
す。

リビングには定位置がありますが必ず
そこに座らなければいけないわけでは
なく思い思いにすごせるよう支援して
います。一人がお好きな方には居室と
リビングの使い分けを支援していま
す。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 11

業務日誌における「申し送り事項」の
記載は大切な連絡情報であり、必要な
事項は日誌に記載することが期待され
る。

業務日誌の有効活用 現在でも業務日誌に連絡事項は記載し
ているが詳細を記入する

１ヶ月

2 4

通常の運営推進会議の開催を再開する
ことが期待される。

運営推進会議の通常開催 コロナウイルスの５類移行を受けGW後
の様子をみて通常開催を検討する

３ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2022年度

事業所名　グリーンペペ　
作成日：　　　2023年　4月　　20日


